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発行：明日の田滝を考える会

▲今、できていること、これから力を入れていくべきことは？

令和元年11月8日（金）

明日の田滝を考える会

シンポジウムを開催しました！

▲グループに分かれて、田滝が掲げる「理念」と、
これから何に取り組むべきかを話し合いました。

こう変えてみたら？

ここに
力を
入れて
みては？

やっぱり大事なのは、
これやね！

なるほど、そうですね！



Q．話し合いに参加して

Q．どんな人に関わってほしいですか？

シンポジウムでこんな意見や提案がありました！

▶ 田滝地区の理念（こんな田滝にしたい）

▶ 意見（本当に田滝にとって何が課題で何を伸ばしていけばよいか）

地域内のつながりをもっととる！

メンバー紹介 vol.3
副会長 松木 明子さん

Q．田滝への想いを一言でどうぞ！

小学校の魅力を伝えよう！

みんなに愛され、みんなが集まってくる里、田滝
合言葉：おもいやり

田滝のよいところを
盛り込んではどうだろう！

ワンチーム田滝のような
インパクトある言葉はどうだろう！

移住者が集まる、若い人が帰って
くる。そんなニュアンスがほしい

外から愛される、内の人が愛する
どちらに重点を置くの？

・田滝を知るには、まず学校から

・学校を通して、地域のアピールを

していくべき

・若い人/女性が集まるきっかけが必要

・つなげる人/つながる工夫が必要

・青年部、女性消防団を作ってはどうか。

・若手リーダーが必要

・空き家対策は、住民が得意分野を活かしながら地域全体で取り組むべき

・健康づくり推進員が作成中のワーキングマップに田滝のアピールポイントを

盛り込めないか。

地域資源を有効活用して潤おう！

活力ある田滝を維持するには、 人
人口を減少させてはいけないと思います。
1人でも多くの方がこの会に参加し、一丸となっ
て必ず成功させてほしいと思うようになりました。

参加できる方は全員よってきてほしいと思います。
特に行事などに参加してない方に寄ってきてほし
いと思います。

自分にしてほしくない事は相手にしない、おもい
やりのある人間になれるよう努力してほしい。


